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令和５年度全国学力・学習状況調査 

教科に関する調査と質問紙調査の説明資料 

報告事項 No.１ 資料 
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国語 

○児童生徒が言葉の見方・考え方を働かせながら主体的な学びを進める学習展開 

○指導と評価の一体化を図った授業づくりや単元づくり 

 

算数・数学 

○児童生徒一人一人に確かな学力を育むための、習熟の程度に応じたきめ細かな指導の実施 

○数学的な見方・考え方を働かせ、課題から問いを見出し、対話を通して追究、解決する学習の流れ 

 

英語 

○コミュニケーションを行う目的や場面、状況が設定された言語活動の中で、生徒が英語を聞いた

り、読んだり、話したり、書いたりする授業に向けた改善 

本市の授業改善が進んでいると考えられる点 
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小学校＜国語＞ 

本市の授業改善が進んでいると思われる設問 

２
二 

「
目
的
に
応
じ
て
、
文
章
と
図
表
な
ど
を
結
び
付
け
る
な
ど
し
て
必
要
な
情
報
を
見 

つ
け
る
」
設
問 
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正
答 

３ 

○
正
答
率
を
全
国
と
比
較
す
る
と
、
４
．
８
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
説
明
文
を

扱
っ
た
学
習
で
、
教
師
が
文
章
の
解
釈
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
自
ら
が
主
体
的
に
必
要
な
情
報

を
見
つ
け
て
い
け
る
よ
う
な
学
習
の
展
開
に
す
る
な
ど
、
授
業
改
善
が
進
ん
だ
成
果
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
し
か
し
、
資
料
２
か
ら
必
要
な
情
報
を
取
り
出
せ
た
児
童
（
３
ま
た
は
４
を
選
択
し
た
児
童
）
は
、

８
９
．
７
％
い
る
が
、
資
料
１
か
ら
も
必
要
な
情
報
を
取
り
出
せ
た
児
童
（
３
を
選
択
し
た
児
童
）
は
、

７
２
．
２
％
で
あ
り
、
複
数
の
資
料
を
結
び
付
け
て
、
必
要
な
情
報
を
見
つ
け
る
こ
と
に
は
ま
だ
課
題
が

あ
る
。 

３
ま
た
は
４
を
選
択
し
た

児
童
は
８
９
．
７
％ 
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小学校＜算数＞ 

本市の授業改善が進んでいると思われる設問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆２（４）  「底辺と高さの関係に着目し、図形の面積の求め方から面積の大小を判断する」設問 

 

 

３を選んだわけの正答例 

○おと○かの底辺はどちらも 3.2 ㎝で等しいです。 

○おと○かの高さは、テープのはばがどこも同じ長さで

等しいです。だから○おと○かの面積は等しいです。 

○正答率を全国と比較すると 12.4 ポイント上回っている。また、３を選択した 52.9％は、全国を 15.3 ポイント上回っている。本市においては、「図形」

領域で働かせる数学的な見方・考え方である「構成要素に着目して考える」ことを児童に意識をさせ、解決に向け見通しをもたせるなどの授業改善が進

んだ成果であると捉えている。しかし、正しくわけを書けた児童は、33.2％であり、複数の情報（辺の長さ）と三角形の面積を求める公式や平行線の定

義（既存の知識）を関連付けて正しい情報を読み取り、表現することにはまだ課題がある。 

正答 ３ 

３を選んだ率 正答率

川崎市 52.9％ 33.2％

全 国 37.6％ 20.8％

差 ＋15.3 ＋12.4
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中学校＜英語＞ 

本市の授業改善が進んでいると思われる設問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  「日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報を読み取る」設問 

 

 

〇正答率を全国と比較すると 14.7 ポイント上回っている。本市において地道に実施を推進してきた、コミュニケーションを行う目的や場面、状況が設

定された言語活動の中で生徒は英語を聞いたり、読んだり、話したり、書いたりする授業改善が進んだ成果と捉えている。しかし、最も多かった誤答は

４で、メールで相手が示した２つの条件（イベントに関する条件と、日時に関する条件）のうち、後半に書かれている I have to leave before 4 p.m.とい

う日時に関する条件を読み取ることができていないことが考えられる。もしくは、I will have dinner with my family.という情報と”Cook & Eat”という

タイトルやイラストとを結びつけてしまったことが要因と考えられる。複数の資料から読み取った情報を関連付けて考察することにはまだ課題がある。 

正答 ３ 
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複数の資料の情報を関連付けて、自分の言葉でまとめたり、自分の考えを表現したりすること 

本市の共通する課題について 

小学校 国語 

◇目的を意識して、必要な言葉を見付けて要約することはできている。 

◆図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することに課題がある。 

 

中学校 国語 

◇目的や場面に応じて質問する内容を検討することはできている。 

◆文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることに課題がある。 

 

小学校 算数 

◇一つの表やグラフから数の変化を読み取り、その特徴を数や言葉で表現することはできている。 

◆複数の情報や既存の知識を関連付けて正しい情報を読み取ることに課題がある。 

 

中学校 数学 

◇与えられた問題場面において具体的な数を用いて考察の対象を明確に捉えることはできている。 

◆複数のデータや情報を読み取り判断し、その判断の理由を数学的表現を用いて説明することに課題がある。 

 

中学校 英語 

◇「事実・情報を伝える」と「考えや意見を伝える」という言語の働きを理解し、事実と考えを区別して読むことはできている。 

◆日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報を読み取ることに課題がある。 

校種、教科ごとの比較的「できている点（◇）」と「課題があると考えられる点（◆）」 
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ＩＣＴを活用した学習状況  

 

全国との比較 

学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立

つと思いますか。 

 本市 

（Ｒ４） 

本市 

（Ｒ５） 

全国 

（Ｒ５） 

全国との差 

（Ｒ５） 

ほぼ毎日使用している割合 

小学校 31.7% 29.8% 28.2% ＋１．６ 

中学校 28.3% 35.6% 28.1% ＋７．５ 

ほぼ毎日、週３回以上を合計した割合 

小学校 65.7% 67.4% 62.4% ＋５．０ 

中学校 64.4% 73.9% 61.1% ＋１２．８ 

 

５年生（中学校１、２年生）までに受けた授業で、ＰＣ・タブレッ

トなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用しましたか。  

 本市 

（Ｒ４） 

本市 

（Ｒ５） 

全国 

（Ｒ５） 

全国との差 

（Ｒ５） 

小学校 94.6% 95.2% 95.1% ＋０．１ 

中学校 90.7% 94.1% 93.3% ＋０．８ 
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５ポイント以上開きがあった質問項目（＋５ポイント以上） 

 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ31 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 全国 R5 

小 73.9% 72.3% 78.3% 74.2% 80.7% 81.1% 82.2% 74.8% 

中 64.5% 63.8% 71.6% 68.5% 79.3% 81.5% 81.7% 72.6% 

 

小学校＋７．４ 

中学校＋９．１ 

全国との比較 

 Ｒ４ Ｒ５ 全国 R4 

小 81.1% 80.5% 74.4% 

中 81.5% 75.2% 69.1% 

 

小学校＋６．１ 

中学校＋６．１ 
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★新規項目 

 

 

 

国語                                国語 

 

 

 

 

 

 

 

国語                                英語 

 

 

 

 

 

 

 

★国語の授業で、立場や考えの違いを意識して話し合い、

自分とは違う意見を生かして自分の考えをまとめている。 

 本市 

（Ｒ５） 

全国 

（Ｒ５） 

全国との差 

（Ｒ５） 

小学校 82.5% 76.8% ＋５．７ 

 

★国語の授業で、書いた文章の感想や意見を学級の友達と

伝え合い、自分の文章のよいところを見付けている。 

 本市 

（Ｒ５） 

全国 

（Ｒ５） 

全国との差 

（Ｒ５） 

小学校 76.3% 71.1% ＋５．２ 

 

★国語の授業で、自分の考えを分かりやすく伝えるために、

聞き手の立場に立って効果的な話し方を工夫している。 

 本市 

（Ｒ５） 

全国 

（Ｒ５） 

全国との差 

（Ｒ５） 

中学校 72.6% 65.9% ＋６．７ 

 

★１、２年生のときに受けた授業では、原稿などの準備をす

ることなく、（即興で）自分の考えや気持ちなどを英語で伝

え合う活動が行われていたと思う。 

 本市 

（Ｒ５） 

全国 

（Ｒ５） 

全国との差 

（Ｒ５） 

中学校 75.2% 63.8% ＋１１．４ 

 

５ポイント以上開きがあった質問項目（＋５ポイント以上） 

学習に対する興味・関心や授業の理解度等  

小学校 中学校 
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本市Ｒ５とＲ５全国との差 

小学校－１０．３ 

中学校－１０．３ 

５ポイント以上開きがあった質問項目（－５ポイント以上） 

 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

小 53.1% 55.3% 47.4% 52.5% 57.0% 45.0% 41.1% 47.5% 

中 34.3% 35.0% 31.9% 38.6% 39.9% 31.2% 27.1% 27.7% 

 

 全国 R4 全国 R5 

小 57.8% 57.8% 

中 38.0% 38.0% 

 

本市Ｒ４とＲ４全国との差 

小学校－１１．６ 

中学校－１２．９ 
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 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５  参考 全国 R5 

小 63.2% 66.6% 62.5% 64.2%  61.5% 

中 62.5% 64.1% 65.1% 65.8%  61.4% 

 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５  参考 全国 R5 

小 83.2% 87.2% 87.7% 88.6%  85.7% 

中 74.2% 79.8% 83.8% 83.1%  80.0% 

 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５  参考 全国 R5 

小 88.4% 92.0% 92.4% 93.2%  92.8% 

中 82.6% 89.2% 91.4% 90.1%  88.7% 

 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５  参考 全国 R5 

小 92.5% 94.4% 94.8% 95.3%  94.2% 

中 88.9% 91.7% 93.6% 92.8%  92.4% 

 

学習に対する興味・関心や授業の理解度等（国語）  

小学校＋１．０ 

中学校＋３．３ 

小学校＋２．８ 

中学校＋３．９ 

小学校＋４．８ 

中学校＋７．５ 

※ 平成 27 年度と比較して、±５ポイント以上の開きがある場合は、⇒をつけた。 

経年による比較（平成 27 年度と令和５年度） 

83.2% 

74.2% 

87.7% 

83.8% 

63.2% 

62.5% 

65.8% 

 
64.2% 

 

92.5% 

88.9% 

95.3% 

 

92.8% 

 

88.4% 

82.6% 

93.2% 

90.1% 

小学校＋５．４ 

中学校＋８．９ 
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 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５  参考 全国 R5 

小 63.8% 69.2% 64.0% 61.3%  61.4% 

中 55.1% 59.4% 59.1% 56.7%  56.7% 

 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５  参考 全国 R5 

小 78.8% 83.4% 82.0% 81.6%  81.2% 

中 70.6% 74.5% 78.7% 72.9%  73.3% 

 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５  参考 全国 R5 

小 93.2% 94.6% 95.6% 94.9%  94.2% 

中 79.2% 82.4% 86.3% 84.3%  85.0% 

 

学習に対する興味・関心や授業の理解度等（算数・数学） 

小学校＋２．８ 

中学校＋２．３ 

小学校－２．５ 

中学校＋１．６ 

小学校＋１．７ 

中学校＋５．１ 小学校＋３．５ 

中学校＋７．７ 

※ 平成 27 年度と比較して、±５ポイント以上の開きがある場合は、⇒をつけた。 

78.8% 

70.6% 

81.6% 

 

72.9% 

 

63.8% 

55.1% 

61.3% 

 

56.7% 

 

93.2% 

79.2% 

94.9% 

84.3% 

90.0% 

67.3% 

93.9% 

76.6% 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５  参考 全国 R5 

小 90.0% 93.1% 93.9% 93.5%  93.3% 

中 67.3% 73.0% 76.6% 75.0%  75.8% 
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 Ｈ31 Ｒ５  参考 全国R5 

中 68.4 68.4%  63.9% 

 

 Ｈ31 Ｒ５  参考 全国R5 

小 ― 92.6%  91.3% 

中 87.8% 89.9%  88.0% 

 

 Ｈ31 Ｒ５  参考 全国R5 

小 ― 66.7%  69.3% 

中 58.2% 57.3%  51.9% 

 

 Ｈ31 Ｒ５  参考 全国R5 

中 88.4% 89.6%  87.5% 

 

学習に対する興味・関心や授業の理解度等（英語） 

中学校 ０．０ 

中学校－０．９ 

中学校＋２．１ 

 

 

＋１１．９ 

中学校＋２．６ 

※ 前回調査と比較して、±５ポイント以上の開きがある場合は、⇒をつけた。 

68.4 68.4% 

58.2% 

 

57.3% 

87.8% 

 

89.9% 

 

88.4% 

.5% 

89.6% 
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 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

小 77.4% 79.0% 79.9% 87.3% 83.1% 79.1% 81.7% 84.4% 

中 67.6% 69.1% 70.4% 80.0% 75.0% 76.4% 79.3% 79.8% 

 

自己有用感等 

 市調査 
小５ 

（Ｈ31） 
（Ｈ30） 
（Ｈ29） 

全国調査 
小６ 

（Ｒ２） 
（Ｈ31） 
（Ｈ30） 

市調査 
中２ 

（Ｒ４） 
（Ｒ３） 
（Ｒ２） 

本調査 
中３ 

（Ｒ５） 
（Ｒ４） 
（Ｒ３） 

中２との
差 

令和５年 
中３ 81.2% ― 75.1% 79.8% ＋４．７ 

令和４年 
中３ 81.4% 83.1% 72.6% 79.3% ＋６．７ 

令和３年 
中３ 80.4% 87.3% 72.6% 76.4% ＋３．８ 

 

経年による比較（平成 27 年度と令和５年度）及び同一集団での比較 

経年による比較（平成 27 年度と令和５年度） 同一集団での比較 

 参考 全国 R5 

小 83.5% 

中 80.0% 

 

77.4% 

67.6% 

84.4% 

 

79.8% 

 小学校＋７．０ 

中学校＋１２．２ 
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 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

小 84.6% 83.1% 83.9% 84.6% 81.2% 77.3% 77.7% 79.9% 

中 69.6% 67.8% 68.4% 70.3% 67.6% 65.2% 64.0% 66.1% 

 

同一集団での比較 

 参考 全国 R5 

小 81.5% 

中 66.3% 

 

84.6% 

69.6% 

79.9% 

66.1% 

経年による比較（平成 27 年度と令和５年度） 

 市調査 
小５ 

（Ｈ31） 
（Ｈ30） 
（Ｈ29） 

全国調査 
小６ 

（Ｒ２） 
（Ｈ31） 
（Ｈ30） 

市調査 
中２ 

（Ｒ４） 
（Ｒ３） 
（Ｒ２） 

本調査 
中３ 

（Ｒ５） 
（Ｒ４） 
（Ｒ３） 

中２との
差 

令和５年 
中３ 87.6% ― 64.5% 66.1% ＋１．６ 

令和４年 
中３ 87.2% 81.2% 64.1% 64.0% －０．１ 

令和３年 
中３ 88.9% 84.6% 66.0% 65.2% －０．８ 

 

小学校－４．７ 

中学校－３．５ 
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                                      ※「よくある」「ときどきある」と回答した割合を合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※0冊～100 冊と回答したものを合計した割合 

全国との比較 

幸福感等  

 

★友達関係に満足していますか。 ★普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありま

すか。 

 本市 

（Ｒ５） 

全国 

（Ｒ５） 

全国との差 

（Ｒ５） 

小学校 91.7% 90.3% ＋１．４ 

中学校 89.4% 88.7% ＋０．７ 

 

 本市 

（Ｒ５） 

全国 

（Ｒ５） 

全国との差 

（Ｒ５） 

小学校 91.6% 91.0% ＋０．６ 

中学校 87.4% 86.8% ＋０．６ 

 

★は新規項目 

あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか。（雑誌、新聞、

教科書は除く） 

読書は好きですか。 

 本市 

（Ｒ５） 

全国 

（Ｒ５） 

全国との差 

（Ｒ５） 

小学校 62.7％ 66.7％ －４．０ 

中学校 62.4％ 66.5％ －４．１ 

 

 本市 

（Ｒ５） 

全国 

（Ｒ５） 

全国との差 

（Ｒ５） 

小学校 68.9% 71.8% －２．９ 

中学校 59.9% 66.0% －６．１ 

 

家庭での本の所有数、読書に関すること  
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新聞を読んでいるか  

 

 本市 

（Ｒ５） 

全国 

（Ｒ５） 

全国との差 

（Ｒ５） 

小学校 14.8% 12.6% ＋２．２ 

中学校 7.4% 8.1% －０．７ 

 

新聞を読んでいますか。 

端末持ち帰り（学校質問紙）  

 

 本市 

（Ｒ５） 

全国 

（Ｒ５） 

全国との差 

（Ｒ５） 

小学校 34.8% 32.5% ＋２．３ 

中学校 37.8% 40.9% －３．１ 

 
※「毎日持ち帰って、毎日利用させている」「毎日持ち帰っ

て、時々利用させている」と回答した割合を合計 

あなたの学校では、児童生徒一人一人に配備された PC・タブレット

などの端末をどの程度家庭で利用できるようにしていますか。 

※「ほぼ毎日」、「週１～３程度」と回答した割合を合計 

 


